
平成7年 

騒烹纂 No.833 

6月1日現在（ ）内は前回比、男23,797(+31）女26 , 348 ( +28）計50,145 (+ 59） 世帯17,163 (+30) 

6月6日、岩木川河川敷で、車両38台、消防団、三好地区 、 

婦人防火クラブ、幼年消防クラブなど、総勢1 , 200人により 

五所川原市消防団定期観閲式が行われました。 

発行五所川原市役所／編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地費(ft)35 -2111番 

人口と世帯 

シンホ'ルマーヲ

|人口と世帯| 議 室翠恥
6月1日現在( )内は前向比、見23，797(+31)女26，348( + 28)計50，145(+59) 世帯17，163(+30)

の

6月 6日、岩木川河川敷で、車両38台、消防団、三好地区

婦人防火クラブ、幼年消防クラブなど、総勢1.200人により

五所川原市消防固定期観閲式が行われました。

発行五所川原市役所/編集総務課 干037五所川原市字岩木町12番地 fi'(代)35-2111番



悪
墨
饗

購

明
普
及
賞
ば
圏
肝田
田

m
 
一
柳
津
さ
ん
に
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准
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に
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成
七
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度
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大
学
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一
感
謝
状
を
贈る
 
一
 
施
設
見
学
会
 

水
道
週
間
が
始
ま
「
た
六
月
一
日
、
 

水
道
事
業
所
で
は
主
婦
を
対
象
に
水

道
施
設
見
学
会
を
行
い
、
四
＋
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
七
和
配
水
場
、
エ
業
用

水
道
セ
ン
タ
ー
、
飯
詰
浄
水
場
、
中

央
管
理
セ
ン
タ
ー
を
見
て
回
り
、
水

の
太
切
レ
、を
学
び
L
し
た
。
 

市
の
水
道
は
昭
和
一
一年
か
ら
給
水

を
開
始
し
、
県
内
で
は
青
森
市
に
次

い
で
二
番
目
と
い
う
歴
史
を
も
ち
、
 

平
成
五
年
に
改
築
さ
れ
た
飯
詰
浄
水

場
で
は
、
昭
和
二
年
に
創
設
さ
れ
た

貯
水
池
バ
ル
ブ
操
作
室
な
ど
も
見
学

し
ま
し
た
。
 

中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
集
中
制
御
管
理
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
者

た
ち
は
水
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
よ
う
で
し
た
。
 

.
 
 《
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祖
団
法
人
照
明
学
会
で
は
、
照
明

の
普
及
、
推
進
を
は
か
る
た
め
、
優

秀
な
照
明
施
設
な
ら
び
に
、
照
明
の

普
及
、
啓
蒙
に
永
年
貢
献
し
た
個
人
 

・

団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
六
年
の
照
明
普
及
賞
に
は
、
 

東
北
地
区
か
ら
三
十
二
件
の
応
募
が

あ
り
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
を
含
む
八
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
は
、
 

幾
世
森
ヒ
ュ

ー
マ
ン
パ
ー
ク
内
に
建

設
さ
れ
た
施
設
で
二
、
一
〇
九
席
の

大
ホ
ー
ル
と
四
〇
八
席
の
ふ
る
さ
と

交
流
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
に
国
際
化
に

備
え
て
同
時
通
訳
装
置
を
設
け
て
い

る
ほ
か
、
圏
民
の
自
主
的
な
サ
ー
ク

ル
活
動
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
可
動
 

式
諸
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

大
ホ
ー

ル
（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
 

・

ふ
る
さ
と
交
流
ホ
ー
ル
と
も
利
用

目
的
に
合
わ
せ
て
使
用
で
き
る
よ
う

舞
台
照
明
は
も
と
よ
り
、
 コ
ン
ピ
ユ
 

ー
タ
で
あ
ら
ゆ
る
操
作
が
ス
イ
ッ
テ
 

ー
「
で
記
憶
再
生
で
き
る
設
置
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

外
壁
照
明
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
建

物
全
体
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
喫
茶
コ
 

ー
ナ
ー
の
壁
面
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
内
部
照
明
で
夜
間
は
幻
想
的
な
景

観
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
照
明
施
設
が
高
く
評
価
さ
れ
、
 

平
成
六
年
優
秀
施
設
賞
に
輝
い
た
も

の
で
、
佐
々
木
市
長
が
受
賞
式
に
出

席
し
ま
し
た
。
 

e
 

昨
年
十
二
月
、
五
所
川
原
小
学
校
 

（
原
田信
夫
校
長
）
に
柳
洋
精
太
郎

さ
ん

（
七
七
）H
東
京
都
豊
島
区
巣

鴨
、
日
本
食
糧
新
聞
社
相
談
役
H
か

ら
図
書
費
百
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
 

市
で
は
柳
洋
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
 

五
月
二
十
九
日
、
佐
々
木
市
長
が
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

柳
洋
さ
ん
は
五
所
川
原
尋
常
小
学

校
を
昭
和
五
年
に
卒
業
。
幼
い
頃
の
 

思
い
出
深
い
図
書
室
に
本
を
増
や
し

多
く
の
子
供
た
ち
が
読
書
に
親
し
み

未
来
に
夢
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
か
ら
、
母
校
に
図
書
費
百
万
円
を

寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、
学
校
側
で
は

千
百
冊
の
図
書
を
購
入
し
、
四
月
一

日
に
「
柳
津
文
庫
」
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
 

/r
 

今
升
で
一
4

三
回
目
と
な
る
北
辰

大
学
の
開
講
式
が
六
月
一
日
、
市
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
講
式
に
は
受
講
生
、
聴
講
生
合

わ
せ
て
二
六
四
名
が
出
席
。
教
育
長

式
辞
に
続
き
、
来
賓
の
佐
々
木
市
長
、
 

原
田
市
太
郎
市
老
連
会
長
が
お
祝
い

を
述
べ
、
受
講
生
を
代
表
し
て
工
藤

良
孝
さ
ん
が
受
講
に
向
け
て
の
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
い
て
第
一
回
講
座
が
開
か

れ
、
講
師
の
佐
々
木
市
長
が
「
市
政

に
「
い
て
」
と
題
し
、
 一
時
間
に
わ

た
り
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
 

社
川
法
人
照
明
学
会
で
は
、
山
川

の
汗
及
、
推
進
を
は
か
る
た
め
、
保

秀
な
附
…
別
胞
設
な
ら
び
に
、
照
明
の

持
及
、
日
押
川
家
に
永
年

μ献
し
た
例
人

.
川
体
を
打
点
彩
し
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
の
照
明
汗
反
日
に
は
、

氏
北
地
医
か
ら
J
A
l
A
会
社
川
の
応
広
が

あ
り
、
ふ
る
さ
と
交
流
凶
民
セ
ン
タ

ー
を
合
む
八
川
体
が
い
い
点
存
さ
れ
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
交
流
闘
民
セ
ン
タ
ー
は
、

幾
世
森
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ハ

|
ク
内
に
建

設
さ
れ
た
施
設
で
、

一
、
一
O
九
州
の

大
ホ
ー
ル
と
問

O
八
府
の
ふ
る
さ
と

交
流
ホ

l
ル
を
メ
イ
ン
に
同
際
化
に

備
え
て
同
時
通
訳
装
問
を
設
け
て
い

る
ほ
か
、
陶
民
の
円
主
的
な
サ
ー
ク

ル
活
動
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
吋
動

式
諸
説
的
が
ぷ
附
さ
れ
て
い
ま
す
〈

ト八ホ
ー
ル
(
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
)

.
ふ
る
さ
と
交
流
ホ
ー
ル
と
も
利
用

ハ
的
に
A
N
わ
せ
て
使
用
で
き
る
よ
う

制
令
照
明
は
も
と
よ
り
、
コ
ン
ヒ
ユ

l
タ
で
あ
ら
ゆ
る
操
作
が

ス
イ
ッ
チ

-
つ
で
記
憶
市
川
中
で
き
る
設
川
と
な

っ
て
い
ま
す
。

外
明
照
明
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
フ
で
他

物
人
卜
体
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
の
ほ
而
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
内
部
照
明
で
夜
間
は
幻
必
的
な
丘

観
を
制
り
山
し
て
い
ま
す
。

こ
の
照
明
施
設
が
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
六
年
優
秀
施
設
貨
に
輝
い
た
も

の
で
、
佐
々
木
市
長
が
受
賞
式
に
川

府
し
ま
し
た
。

柳
津
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に

感
謝
状
を
贈
る

作
ド
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(似
川
信
夫
校
長
)
に
柳
川
作
村
太
郎

さ
ん
(
七
七

)
H
政
京
都
丘
町

K
巣

帆
、
日
本
食
料
新
聞
社
相
談
役

H
か

ら
凶
乃
山
試
行
万
円
の
省
附
が
あ
り
、

山
で
は
柳
津
さ
ん
の
ご
州
立
に
対
し
.

K
川
-一
十
九
什、

佐
々
木
市
長
が
感

謝
状
と
記
念
品
を
附
り
ま
し
た
。

柳川作
さ
ん
は
五
所
川
以
J
4
市
小
中

校
を
附
和
五
年
に
卒
業
。
幼
い
引
の

思
い
川
深
い
凶
色
川
主
に
本
を
附
や
し

多
く
の
子
供
た
ち
が
読
拝
に
親
し
み

米
米
に
い伊
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
の
版

い
か
ら
、
同
校
に
M

凶
井
貨
宵
万
円
を

有
附
さ
れ
た
も
の
で
、
学
校
側
で
は

千
円
冊
の
凶
書
を
購
入
し
、
問
月

一

日
に
「
柳
搾
文
庫
」
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

竺
水
道
週
間
に
ち
な
み

一一
施
設
見
学
会

中小
一心
週
川
が
始
ま
っ
た
し
ハ
パ

一
日
、

木
辺
市
中
業
所
で
は
主
い仰
を
刈
象
に
木

辺
地
設
凡
学
会
を
一
行
い
、
間
ー
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
じ
和
配
水
場
、

r
L

業
川

水
道
セ

ン
タ
ー
、
飯
壮一叩沖
氷山
側
、
小

山火
特
別
セ
ン
タ
ー
を
凡
て
川
り
、
木

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

同
日
ド

鴫----ぃ巾
の
木
辺
は
附
和
A
作
'か
ら
給
木

を
山
始
し
、
山
内
で
は
山
森
山
に
次

い
で

A

↑高
円
と
い
う
附
史
を
も
ち
、

平
成
五
年
に
改
築
さ
れ
た
似
辻
一叩
沖
水

場
で
は
、
附
和
二
年
に
創
設
さ
れ
た

貯
水
池
バ
ル
ブ
操
作
本
な
ど
も
比
九ア

し
ま
し
た
。

中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ら
の
胞
設
の
集
中
制
御
符
則
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
者

た
ち
は
水
の
大
切
さ
を
改
め
て
尖
J

出

し
た
よ
う
で
し
た
。
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人f
作
で今

トト
二一
川
一日
と
な
る
北
以

十八
γ
の
山
川
ぃ
人
が
しハ
パ

一
川
、
山
中

央
公
い
山
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
請
い
ん
に
は
交
誹
午
、
肱
川
耐
性
人
川

わ
せ
て
-

人ハ
内
庁
引
が
山
山
。
教
育
長

式
昨
に
い
机
き
、
米
賓
の
佐
々
木
山
長、

以
川
山
太
郎
山
老
辿
会
長
が
お
祝
い

を
述
べ

、
受
講
生
を
代
ぶ
し
て
[
雌

良
平
さ
ん
が
交
誹
に
山
け
て
の
一
引
いい

の
パ
必
を
述
べ
ま
し
た
。
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引
き
続
い
て
節
一

一
川
誠
仰
が
山
か

れ
、
滑
川
の
佐
々
木
市
長
が

「市
政

に
つ
い
て
」
と
起
し
、

3

川
川
に
わ

た
り
桃山
立
を
行
い
ま
し
た



一
般
廃
棄
物
 

最
終
処
分
場
建
設
 

工
事
安
全
祈
願
祭
 

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
工
事

安
全
祈
願
祭
が
五
月
三
十
一
日
、
市

内
長
橋
地
区
野
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

不
燃
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
昭

和
五
十
年
に
開
設
し
た
不
燃
物
埋
立

処
分
場
で
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

処
分
場
が
満
杯
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
平
成
八
年
度
で
閉
鎖
し
、
新
処
分

場
の
建
設
を
平
成
六
年
度
か
ら
平
成

九
年
度
ま
で
の
四
カ
年
で
予
定
し
て

い
ま
す
。
新
処
分
場
は
、
平
成
九
年

一
一月
完
成
、
同
年
四
月
か
ら
供
用
開

始
を
予
定
し
、
平
成
二
＋
三
年
ま
で

の
＋
五
年
間
不
燃
物
の
埋
立
て
を
行

い
ま
す
。
 

埋
立
面
積
、
二
万
二
千
平
方
H

、
 

埋
立
容
量
、
二
十
四
万
六
千
立
方
H

、
 

総
事
業
費
は
約
二
十
六
億
円
で
す
。
 

 

一
 

 

こ
の
日
の
安
全
祈
願
祭
に
は
、
佐

々
木
市
長
や
工
事
関
係
者
が
出
席
し
、
 

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

だ
れ
で
も
ど
こ
で
も
 

気
軽
に楽
し
め
る
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴル
フ
 

第
三
回
青
森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
交
歓
大
会
が
五
月
二
十
一
日
、
 

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
推

薦

コ
ー
ス
で
あ
る
菊
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
、
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
大
の
ボ
ー
ル
を
ゴ
ル
フ
の

よ
う
に
打
ち
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
何

打
で
入
れ
る
か
を
競
う
ゲ

ー
ム
で
、
 

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
た
め

愛
好
者
が
増
え
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
で

す
。
 

大
会
に
は
、
県
内
各
地
よ
り
中
学

生
か
ら
八
十
三
歳
の
お
年
寄
り
ま
で

二
百
五
十
人
が
参
加
し
、
団
体
戦
と

個
人
戦
を
行
い
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
も
多
数
で
る
な
ど
、
熱
戦
を
展
開

し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

家
族
や
仲
間
と
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ

ー
 

第
十
二
回
全
国
一
斉
ウ
ォ

ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
が
五
月
二
十
一
日
、
菊
ケ

丘
水
郷
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
二
十
七
チ
ー
ム
、
百

三
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、
参
加
者

た
ち
は
A
コ

ー
ス
（
ケ
ッ
パ
レ

コ
ー
 

ス
）
と
B
コ

ー
ス
（
ワイ
ハ
コ
ー
ス
）
 

に
別
れ
、
 一
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
各
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
 

ン
ト
で
は
、
昔
の
遊
び
の
ビ
ダ
や
タ

マ
コ
に
挑
戦
し
た
り
、
津
軽
弁
で
俳

句
を
作
っ
た
り
、
難
問
・
奇
間
を
五

人
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
ひ
と

「
ひ
と
 

「
解
き
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
参
加
費
の
一
部
と
古
本
市

の
益
金
は
阪
神
大
震
災
の
救
援
金
に

充
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

新
皿
又
入
図
圭
白
の
、一」
案
内
 
‘
舞
 
謝
 

ー
 

ー
 
市

立
図
書

館
公

三
四

ー
四

三
三

四

ー
 

四
月
か
ら
、
 一
人
五
冊
ま
で
十
五
日
間
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o
 

ど
う
ぞ
、
ご
ゆ
つ
く
り
、
読
書
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

曾

意

の
花
か
ご

ワ

I

つ
も
あ
り
が
と
つ
」
ざ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
会
へ
 

〇
囲
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

（
藤
田
亮
平所
長
）
H
十
六
万
四
千
四
百
＋
 

一
円
 

〇
外
崎
稔
さ
ん
（
広
田
字
榊
森
五
四
の
一
一
）
H

一
一
万
円
。
 

＠
財
団
法
人
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
長
田
チ
ヤ
さ
ん
（
み
ど
り
町
八
丁
目
五

一
）
H
五
十
万
円
。
 

一
 

一
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大
 
シ

路
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子
 

思い出の時代作家たち 村上 元三 

純 	・ 	愛 下重 暁子 夜 に 抱 か れ て り
満
 

井
 
沢
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末
I
 

イ
U
 

け徳
 
サ

昌
 
り
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」
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大
 
久
 
保
 

大 	災 	害 	ノ m
慧
 

鎌
 
田
 

御 隠 居 忍 法 高橋 義夫 
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ノ
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薄
 
ト
の
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大
 
ヌ
《

L
 

キ
十ー

 
 

確
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グレーム 
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3 平成7弁 6月15日 

工最ー

雲終般
処廃

全分棄
祈場物
願建
祭設

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
工
事

安
全
祈
願
祭
が
五
月
三
十

一
日
、
市

内
長
橋
地
区
野
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
燃
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
昭

和
五
十
年
に
開
設
し
た
不
燃
物
埋
立

処
分
場
で
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、

処
分
場
が
満
杯
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
平
成
八
年
度
で
閉
鎖
し
、
新
処
分

場
の
建
設
を
平
成
六
年
度
か
ら
平
成

九
年
度
ま
で
の
四
ヵ
年
で
予
定
し
て

い
ま
す
。
新
処
分
場
は
、
平
成
九
年

二
月
完
成
、
同
年
四
月
か
ら
供
用
開

始
を
予
定
し
、
平
成
二
十
三
年
ま
で

の
十
五
年
間
不
燃
物
の
即
日
立
て
を
行

い
ま
す
。

即
一立
面
積
、

二
万
二
千
平
方
灯
、

出
立
科
量
、

二
十
四
万
六
千
立
方
灯
、

総
事
業
費
は
約
二
十
六
億
円
で
す
。

こ
の
日
の
安
全
祈
願
祭
に
は
、
佐

々
木
市
長
や
工
事
関
係
者
が
山
席
し、

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

グ存
ラ 気うよ
ウ努む
ニノ民ど

fで三
ゴ?む
Jレv

フ

第
三
回
青
森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
交
歓
大
会
が
五
月
二
十

一
日、

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
推

薦
コ

ー
ス
で
あ
る
菊
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
大
の
ボ
ー
ル
を
ゴ
ル
フ
の

よ
う
に
打
ち
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
何

打
で
入
れ
る
か
を
競
う
ゲ
l
ム
で
、

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
た
め

愛
好
者
が
明
え
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。大

会
に
は
、
県
内
各
地
よ
り
中
学

生
か
ら
八
十
三
歳
の
お
年
害
り
ま
で

二
百
五
十
人
が
参
加
し
、
団
体
戦
と

個
人
戦
を
行
い
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
も
多
数
で
る
な
ど
、
熱
戦
を
展
開

し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

家
コ族
ミや
ユ仲
ニ間
ケと

ン
ョ
:/ 

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
ー

第
十
二
回
全
国
一
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
!
大
会
が
五
月
二
十

一
日
、
菊
ケ

E
水
郷
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、

二
十
七
チ
l
ム
、
百

三
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
の
中、

参
加
者

た
ち
は
A
コ
ー
ス
(
ケ
ッ
パ
レ
コ

ー

ス
)
と
B
ユ

l
ス
(
ワ
イ
ハ
コ

l
ス
)

に
別
れ
、

一
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。

各
チ

ェ
ッ
ク

・
ポ
イ

ン
ト
で
は
、
昔
の
遊
び
の
ピ
ダ
や
タ

マ
コ
に
挑
戦
し
た
り
、

津
軽
弁
で
俳

句
を
作
っ
た
り
、
難
問

・
奇
問
を
五

人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
ひ
と
つ
ひ
と

つ
解
き
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
費
の
一
部
と
古
本
市

の
益
金
は
阪
神
大
震
災
の
救
援
金
に

充
て
ら
れ
ま
し
た
。

ー
新
受
入
図
書
の
ご
案
内
i

一

i

l

i

-

-

市
立
図
書
館
空
ニ
四
l

四
三
三
四

L

四
月
か
ら
、
一
人
五
冊
ま
で
十
五
日
間
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
、
読
書
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

iJ:~ グ1 手f斉・4'， .;r~ 名 務者名

!人nnにおける倒政の研究 そロJイl 空位1文学千一夜 荒{美 宏cUi' tr.ー主

徳)11古朱をめぐるム:たち
方rオ y

思い山の n~f代作家たち 村上冗ニ大路干11r 
純 愛 下車 I~'t子 伎に胞かれて

マノ
)1二割て I前

イI'阿発注lの楽しみ )j アイ1ト!tJク、 マザ李トY 述 功，，_て、 々 山崎 高1&j'lIf!t， I H"J 

死目iIの悲しみを超えて どJ林一美 11< 。コ 止~7
トモヒロ

大久保守fづL

大 災 / 主畢111 仲-f'山ト"、ン i倒i 忍、 法 同情義夫

定"f二からのボランティア ボランティア ヘ ハ ミントラ:{己ブ[~ 、 田辺聖子ワーク・ンヨツ7 Nt i;tt 1¥'( σコ
不登校をプラス思考でのりこえる JJiWI 11:文 徳川術l三 卿(1二・下) 南!京幹雄

Let's Enjoyソーウツ病 林 gtt一千 )C 禄卜五年の亡'，4~~
ポウ

ド可中、「 e({ 

E2業法人のっくり )j 小林 }'i雄 2量 J: 。コ 群 れ 西村 望

21 i什紀 への農 業持及 II'来日1JJt樹 さら ii長き IIL¥: り
リョウ

JJ-j~ ヲ~t

安心イネっくり 1[111 J[ :;:~ 弘正復する家族 大江健三郎

l立|説主主救夫 教 本JJi( 近: 人にはとれだけの物が必要か 鈴木孝夫

以I~~底本のボックスっくりコツのコツ 船M .;~- ムテッホ一文中古n[1'型f 霊草

1><1解家庭でできるキノコっくり
オオスキ

フォレスト ・カー ンプ ウインストン・
大n 倣 グレーム

ロパト'K'シマゲジ風主録 中|二次 快楽殺人の心 I'I! レスラー

ケル卜の凪にI次かれて 辻)1 J163』ミ1 わたしの天[F1でまた会いましょうね クリスアノレ・
ツアヘノレト

「レイアウ ト J技法の)，~+ 'l:Cllft.j 仏II ハリの [eさまたち 鹿X，'j 茂

フル ト ニ ウムの~* [nJ本1:er!11 h己 て7 ノレ コ 7レクサンドル・
デュマ

善
意
の
桔
か
ご

ー

と

う

も
あ
り
が
と
う
、
」
さ
い
ま
す

。
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
会
へ

o
M聞
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
(
藤
田
古
川
平
所
長
)
日
十
六
万
四
千
同
行
¥

一
円
。

O
外
崎
稔
さ
ん

(広
刊
宇
榊
森
五
四
の

一一

)
リ

二
万
川
。

。
財
団
法
人
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

O
長
田
チ
ヤ
さ
ん

(
み
ど
り
町
八

γ
回
五

二

H
五
十
万
川
。
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金
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平成 7年 6月15日 4 

《
 

金賞 福士大輝くん 

ー事．、一 

第
六
回
 
ご
し
ょ

が
わ

ら

梅

ま
つ

り
 

応

募

作
品
入

賞

者
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

⑥
人
物
 

市
長
賞
 
岩
崎
岩
男

（
田舎
館
村
）
 

特
選
 
工
藤
勝
弘

（鶴
田
町
）
 

準
特
選
 
小
山
内
秀
雄
（
七
戸
町
）
 

入
選
 
五
十
嵐
智
成

（岩
木
町
）
 

高
村
孝
一
 
（
南部
町
）
 

平
賀
貞
子
  （
青
森
市）
 

佳
作
 
山
口
喬
子
  （
七戸
町
）
 

猪
股
慶
1
11
 （
青森
市
）
 

川
村
栄
光
  
（
青森
市
）
 

穴
津
冨
夫
  （
青森
市
）
 

太
田
誠
三
 
（
五
所川
原
市
）
 

赤
木
 
梢
  （
弘前
市
）
 

⑥
風
景
 

特
選
 
太
田
良
樹

（五
所
川
原
市
）
 

準
特
選
 
赤
木
 
梢

（
弘前
市
）
 

入
選
 
相
馬
 
勉

（
弘前
市
）
 

天
内
勝
美

（
弘前
市
）
 

山
野
下
勇
人

（五
所
川
原
市
 

佳
作
 
小
田
伸
吾

（五
所
川
原
市
）
 

古
川
 
仁

（平
賀
町
）
 

応
募
点
数
 
一
三
三
点
 

応
募
者
数
 

六
〇
名
 

、
 
5
！
」
、《
、
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】
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J
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”
一！
、
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】
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】
 

ノ
 
，肥
一
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】
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金
賞
ー
と
う
こ
う
す
け
（
毘沙
門
小
）
 

銀
賞
し
ば
さ
き
は
る
な

（
東小
）
銅

賞
な
り
た
ま
り
（
毘
沙
門
小
）
入
選

な
る
み
ま
さ
の
り
（
毘
沙
門
小
）
な

が
お
か
ず
あ
き
（
長
橋
小
）
あ
ら
や

た
か
つ
ぐ

（
東小
）
佳
作
さ
わ
だ
ち

あ
き
（
毘
沙
門
小
）
あ
べ
り
ょ
う
た
 

（
羽野
木
沢
小
）
み
か
み
さ
お
り
 

（
羽野
木
沢
小
）
お
が
さ
わ
ら
ま
さ

き
（
毘
沙
門
小
）
 

〈
一
一
年〉
 
 

金
賞
福
士
大
輝

（
東小
）
銀
賞
長
尾

剛
（
長
橋
小
）
銅
賞
福
士
け
い
（
中

央
小
）
入
選
杏
藤
聖
禰

（
東小
）
桜

庭
こ
う
き
（
中
央
小
）
金
谷
舞

（
東

小
）
佳
作
大
坂
愛
（
東
小
）
石
岡
英

実

（
長
橋小
）
工
藤
慎
也

（
東小
）
 

長
尾
明
憲

（
長
橋小
）
 

〈
三
年
〉
 

金
賞
木
村
裕
美

（鶴
ケ
岡
小
）
銀
賞

山
内
麻
未

（
羽野
木
沢
小
）
銅
賞
阿

部
圭
郎
（
羽
野
木
沢
小
）
入
選
寺
田

祐
子
（
長
橋
小
）
鹿
内
樹
里
（
中
央

小
）
岩
山
和
正
（
中
央
小
）
佳
作
野

呂
麻
美

（
中
央小
）
中
川
裕
友

（
長

橋
小
）
大
水
絵
理
（
中
央
小
）
高
橋

弘
明
（
藻
川
小
）
 

/(
 

金
賞
須
藤
瑞
紀

（
長橋
小
一
銀
賞
川

浪
麗
奈

（
藻川
小
）
銅
賞
泉
美
紀
 

（
長橋
小
）
入
選
福
士
怜
奈
（東
小
）
 

外
崎
東

（
藻川
小
）
一
戸
理
希
（
藻

川
小
）
佳
作
清
野
愛
実
子
（長
橋
小
）
 

高
橋
茂
仁

（
藻川
小
）
中
川
瑠
唯
子
 

（
長橋
小
）
工
藤
圭
太

（
藻川
小
）
 

〈
五
年
〉
 ,

 
 
,
 

金
賞
今
美
香
子
（
東
小
）
銀
賞
一
戸

隆
平

（
藻川
小
）
銅
賞
宮
崎
寛
子
 

（
羽野
木
沢
小
）
入
選
伊
藤
謙
一
 

（
羽野
木
沢
小
）
長
内
美
代
子
（
羽

野
木
沢
小
）
福
士
雅
也

（
東小
）
佳

作
渋
谷
彩
水
（
長
橋
小
）
斉
藤
久
子
 

（
東小
）
佐
藤
睦
美

（
藻川
小
）
中

川
貴
洋

（
長橋
小
）
 

〈
六
年
〉
 

金
賞
雨
森
清
香

（
羽野
木
沢
小
）
銀

賞
伊
藤
卓
人
（
羽
野
木
沢
小
）
銅
賞

成
田
和
也

（
長橋
小
）
入
選
伊
藤
恵
 

（
長橋
小
）
安
田
知
世

（
長橋
小
）
 

外
崎
直
美

（
藻川
小
）
佳
作
工
藤
洋

子

（
中
央小
）
三
上
公
志
（
羽
野
木

沢
小
）
西
村
か
お
り
（
長
橋
小
）
一

戸
郁
恵

（
藻川
小
）
 

応
募
数
 
四
七
五
枚
 

金賞 木村裕美さん 

金賞 須藤瑞紀さん 金賞 今美香子さん 

金賞 雨森清香さん 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

。
人
物

市
長
賞

岩
崎
岩
男

(田
舎
館
村
)

特
選

工
藤
勝
弘

(鶴
田
町
)

準
特
選

小
山
内
秀
雄

(七
戸
町
)

入
選

五
卜
嵐
押
成

(岩
木
町
)

高
村
孝

一
(
南
部
町
)

平
賀
貞
子

(青
森
市
)

佳
作

山
口
喬
子
(
七
戸
町
)

猪
股
慶
三

(
青
森
市
)

川
村
栄
光

(青
森
市
)

穴
津
冨
夫

(青
森
市
)

太
田
誠
三

(
五
所
川
原
市
)

赤

木

梢

(弘
前
市
)

。
風
景

特
選

太
田
良
樹

(五
所
川
原
市
)

準
特
選

赤

木

梢

(弘
前
市
)

入
選

相

馬

勉

(弘
前
市
)

天
内
勝
美

(弘
前
市
)

山
野
下
勇
人

(五
所
川
原
市

小
田
伸
吾
(
五
所
川
原
市
)

古

川

仁

(平
賀
町
)

応
募
点
数

一
三
三
点

応

募

者

数

六

O
名

イ圭
イ乍

小

学

校

図

面

〈
一
年
〉

金
賞
福
士
大
輝

(東
小
)
銀
賞
長
尾

剛

(長
橋
小
)
銅
賞
福
士
け
い

(中

央
小
)
入
選
野
藤
聖
禰

(東
小
)
桜

庭
こ
う
き

(中
央
小
)
金
谷
舞

(束

小
)
佳
作
大
坂
愛

(東
小
)
石
岡
英

実

(長
橋
小
)
工
藤
悦
也

(東
小
)

長
尾
明
憲
(
長
橋
小
)

〈
三
年
〉

木村裕美さん金賞

金
賞
木
村
裕
美

(鶴
ケ
岡
小
)
銀
賞

山
内
麻
未

(羽
野
木
沢
小
)
銅
賞
阿

部
圭
郎

(羽
野
木
沢
小
)
入
選
寺
田

祐
子

(長
橋
小
)
鹿
内
樹
里

(中
央

小
)
岩
山
和
正

(中
央
小
)
佳
作
野

目
麻
美

(中
央
小
)
中
川
裕
友

(長

橋
小
)
大
水
絵
理

(中
央
小
)
高
橋

弘
明

(藻
川
小
)

'" 

〈
四
年
〉

金
賞
須
藤
瑞
紀

(長
橋
小
)
銀
賞
川

浪
麗
奈

(藻
川
小
)
銅
賞
泉
美
紀

(長
橋
小
)
入
選
福
士
怜
奈
(東
小
)

外
崎
東

(藻
川
小
)
一
戸
理
希

(藻

川
小
)
佳
作
消
野
愛
実
子
(長
橋
小
)

高
橋
茂
仁

(藻
川
小
)
中
川
瑠
唯
子

(長
橋
小
)
工
藤
圭
太

(藻
川
小
)

〈
五
年
〉

4 、|勺戊 7"1二6)J 1511 

須藤瑞紀さん

金
賞
今
美
芥
子
(
東
小
)
銀
賞

一
戸

隆
平

(藻
川
小
)
銅
賞
宮
崎
寛
子

(羽
野
木
沢
小
)
入
選
伊
藤
謙

一

(羽
野
木
沢
小
)
長
内
美
代
子

(羽

野
木
沢
小
)
福
士
雅
也

(点
小
)
佳

作
渋
谷
彩
水

(長
橋
小
)
斉
藤
久
子

(東
小
)
佐
藤
睦
美

(藻
川
小
)
中

川
賞
洋

(長
橋
小
)

〈
六
年
〉

金賞

雨森清香さん金賞

今美香子さん

金
賞
雨
森
清
脊

(
羽
野
木
沢
小
)
銀

賞
伊
藤
卓
人

(羽
野
木
沢
小
)
銅
賞

成
田
和
也

(長
橋
小
)
入
選
伊
藤
恵

(長
橋
小
)
安
田
知
世

(長
橋
小
)

外
崎
直
美

(藻
川
小
)
佳
作
工
藤
洋

子

(中
央
小
)
三
上
公
志

(羽
野
木

沢
小
)
西
村
か
お
り

(長
橋
小
)

一

戸
郁
恵

(藻
川
小
)

応
募
数

金賞

四
ヒ
五
枚



ふ

る
さ

と
の

み
な
さ

ん
 

お
元

気
で

す
か
 

(7) 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組
織
す
る
、
 

「
わ
・
五
所
川
原
会
J会
員
の
、
ふ
る
さ
と
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

「地
下
鉄
に
乗
り
に
来
て
ケ
レ
」
 

船
 
水
 
武
 
美
 
さ
ん
 

（
埼
玉
県
久
喜
市

）
 

阪
神
大
震
災

（
レ4
7）
あ
れ
か
ら
四
カ
月
 

被
災
者

の

そ
の
後

ー
 
戸
市

に
派
遣
さ
れ
た
応
援
職
員
の
報
告
 

市
下

水
道
課
 

主
査
 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、飯
詰
出
身
の

船
水
で
す
。
昭
和
四
十
三
年
五
農
を

卒
業
し
て
二
十
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

三
月
二
十
日
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
以
来
全
国
の
注
目
を
集
め
て
お
り

ま
す
、
営
団
地
下
鉄
で
新
線
建
設
の

設
計

・
施
工
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

今
回
の
サ
リ
ン
事
件
で
は
私
の
仲

間
二
名
が
死
亡
し
、
そ
の
他
七
十
名

の
被
害
者
が
出
ま
し
た
。
 

警
察
の
必
死
の
捜
査
に
よ
り
、
事

件
の
全
容
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
 一
日
も
早
い
解
決
を
望
み
た
い

も
の
で
す
。
 

「
わ

・
五
所
川
原
会
」
 
が設
立
し

て
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
設
立
当

初
の
役
員
と
し
て
こ
の
 
「会
」
 
が地
 
 

元
の
人
々
に
認
知
さ
れ
、
首
都
圏
に

お
け
る
、
五
所
川
原
出
身
者
の
交
流

の
機
関
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
一
生

懸
命
 
「ケ
ッ
パ
ル
ハ
デ
」
 
よ
ろ
しく

お
願
い
し
ま
す
。
 

東
京
へ
来
た
ら
速
く
て
、
便
利
で

安
い
、
電

マ
ー
ク
の
営
団
地
下
鉄
を

ご
利
用
下
さ
い
。
 

去
る
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
十
五

日
ま
で
阪
神
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

神
戸
市
灘
区
へ
応
援
職
員
と
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。
灘
区
に
は
避
難
所

が
五
十
九
カ
所
あ
り
、
三
千
四
百
十

八
世
帯
の
人
々
が
避
難
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
そ
の
中
の
鳥
帽
子
（
え
ぼ

し
）
中
学
校
避
難
本
部
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
神
戸
市
全
体
で
は
復
興
の

兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

壊
れ
た
家
屋
、
焼
失
跡
が
め
だ
ち
、
 

手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
鳥

帽
子
中
学
校
付
近
も
全
壊
、
焼
失
の

家
屋
が
多
く
、
被
災
さ
れ
た
人
た
ち

が
中
学
校
の
教
室
と
校
庭
を
借
り
て

避
難
所
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
 

被
災
者
は
約
二
百
名
お
り
、
狭
い
教

室
に
数
世
帯
入
っ
た
り
、
校
庭
に
は

た
く
さ
ん
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
そ

の
中
に
何
人
も
の
人
が
寝
泊
り
し
て

い
る
状
態
で
す
。
避
難
所
に
は
炊
事
 

、
 

！
 

l
 

【
！1
 

一
 

j
 
l
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【
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A
（
」
ノム
 

ノ
 
“
 
 
末

I
 

、
叱〈
 
．
‘
 
ノ
 

場
が
な
い
た
め
、
朝
、
昼
兼
用
の
ハ

ン
、
お
に
ぎ
り
、
牛
乳
等
、
夜
は
弁

当
に
フ
ル
ー
ツ
、
力
ッ
プ
メ
ン
、
缶

詰
等
の
い
ず
れ
か
を
付
け
て
配
ら
れ

て
い
ま
す
。
被
災
者
が
今

一
番
関
心

を
寄
せ
て
い
る
の
が
、
仮
設
住
宅
で

あ
り
ま
す
。
神
戸
市
が
最
終
募
集
と

し
て
、
三
千
四
百
十
三
戸
の
仮
設
住

宅
の
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
て
お
り

ま
す
が
、
被
災
者
が
全
体
で
四
万
人

い
る
中
で
こ
の
戸
数
で
は
と
て
も
足
 

り
ま
せ
ん
。
入
居
者
決
定
方
法
は
優

先
順
位
は
あ
る
も
の
の
抽
選
に
よ
っ

て
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
に

対
し
て
被
災
者
の
間
で
は
、
不
満
、
 

不
安
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
市
街
地
か
ら

一
時

間
半
か
ら
二
時
間
と
時
間
は
か
か
る

が
三
割
か
ら
五
割
程
度
し
か
入
居
し

て
い
な
い
と
い
う
新
聞
記
事
も
あ
り

ま
し
た
。
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
震
災
の

爪
跡
は
物
理
面
で
も
、
精
神
面
で
も

大
き
く
、難
問
が
山
積
み
し
て
い
ま
す

が
、
神
戸
市
民
の
努
力
と
励
ま
し
あ

い
で
、
 一
日
で
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
ど

の
み
な
さ
ん

お
元
気
で
す
か

(7) 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組
織
す
る
、

「
わ
・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「地
下
鉄
に
乗
り
に
来
て
ケ
レ
」

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
飯
詰
出
身
の

船
ぷ
で
す
。
昭
和
問
卜
三
年
五
島
を

卒
業
し
て
二
卜
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

三
月
二
十
日
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
以
来
全
国
の
注
目
を
集
め
て
お
り

ま
す
、
営
団
地
ド
鉄
で
新
線
建
設
の

設
計
・
施
工
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
サ
リ
ン
安
件
で
は
私
の
仲

間
二
名
が
死
亡
し
、
そ
の
他
ヒ
十
名

の
被
害
者
が
出
ま
し
た
。

瞥
察
の
必
死
の
技
査
に
よ
り
、
事

件
の
全
容
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
一
円
も
日
「
い
解
決
を
望
み
た
い

も
の
で
す
。

「わ

・
五
所
川
原
会
」
が
設
・ば
し

て
三
年
同
を
迎
え
ま
し
た
。
設
立
当

初
の
役
げ
は
と
し
て
こ
の
「
会
」
が
地

船

武

美
(埼
玉
県
久
喜
市
)

水

さ
ん

止
の
人
々
に
認
知
さ
れ
、
首
都
圏
に

お
け
る
、
五
所
川
原
出
身
省
の
交
流

の
機
関
と
し
て
発
展
す
る
よ
う

一
生

懸
命
「
ケ

ッ
パ

ル
ハ
デ
」
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

東
京
へ
来
た
ら
述
く
て
、
便
利
で

工
え

安
い
、
S
マ
l
ク
の
営
団
地
ド
鉄
を

ご
利
用

F
さ
い。

五所川原農林高等学校

阪
神
大
震
災

被
災
者
の
そ
の
後
1
神
戸
市
に
派
遣
さ
れ
た
応
援
職
員
の
報
告

(ル
勺
)
あ
れ
か
ら
四
カ
月

市
下
水
道
課

去
る
、

五

月

円

か
ら
五
月
卜
五

日
ま
で
阪
神
大
渓
災
に
見
舞
わ
れ
た

神
戸
市
灘
区
へ
応
援
職
以
と
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。
灘
区
に
は
避
難
所

が
五
十
九
カ
所
あ
り
、

三
千
四
百
ト

八
世
帯
の
人
々
が
避
雌
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
そ
の
中
の
烏
帽
子
(
え
ぽ

し
)
中
学
校
避
雌
本
部
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

神
戸
市
全
体
で
は
復
興
の

兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

壊
れ
た
家
昼
、
焼
失
跡
が
め
だ
ち
、

手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
鳥

開
チ
中
学
校
付
近
も
全
壊
、
焼
失
の

家
屋
が
多
く
、
被
災
さ
れ
た
人
た
ち

が
中
学
校
の
教
室
と
校
庭
を
借
り
て

避
雑
所
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

被
災
省
は
約
二
百
名
お
り
、
狭
い
教

室
に
数
世
帯
入
っ
た
り
、
校
庭
に
は

た
く
さ
ん
の
テ
ン
ト
が
帰
ら
れ
、
そ

の
中
に
何
人
も
の
人
が
宿
泊
り
し
て

い
る
状
態
で
す
。
避
雌
所
に
は
炊
恒

主
査

小

田

桐

ごまk
Ir:.ヨ

さ
ん

場
が
な
い
た
め
、
明
、

川
辺
派
用
の
パ

ン
、
お
に
ぎ
り
、
牛
乳
等
、
夜
は
弁

当
に
フ
ル

ー
ツ
、
カ

ッ
プ

メ
ン
、
缶

詰
等
の
い
ず
れ
か
を
付
け
て
配
ら
れ

て
い
ま
す
。

被
災
省
が
今

一
一答
関
心

を
寄
せ
て
い
る
の
が
、
仮
設
住
主
で

あ
り
ま
す
。
神
戸
市
が
日
以
終
#
集
と

し
て
、
.
二
千
川
行
卜
-ニ↓
ド
の
仮
設
住

宅
の
中
し
込
み
を
受
け
つ
け
て
お
り

ま
す
が
、
被
災
弁
が
全
体
で
川
万
人

い
る
小
で
こ
の
戸
数
で
は
と
て
も
足

り
ま
せ
ん
。
人
凶
行
決
定
ト刀
法
は
優

先
順
位
は
あ
る
も
の
の
抽
選
に
よ

っ

て
決
定
す
る
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
に

付
し
て
被
災
弁
の
山
で
は
、
不
満
、

不
安
が
山
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
街
地
か
ら

一
時

間
下
か
ら
二
時
間
と
時
間
は
か
か
る

が
-二
一川
か
ら

ι川山
何
度
し
か
人
ほ
し

て
い
な
い
と

い
う
新
聞
記
引
も
あ
り

ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、
五
災
の

爪
跡
は
物
即
日
而
で
も
、
精
神
両
で
も

大
き
く
、
難
川
が
山
初
み
し
て
い
ま
す

が
、
神

μ
市
民
の
努
力
と
励
ま
し
あ

い
で
、

A

け
で
も
い
い
似
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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ルです） 

O1 72-27-2200でも通じます 

☆乗車券はいつまでに 

予約が取れましたら4日以内に購入してください 

☆乗車券販売所 

弘南バス五所川原営業所 公0173-35-3212 
弘南バス五所川原駅前案内所 客0173-35-9121 'I 	
弘南バス鯵ケ沢営業所 合0173-72-3131 
弘南バス小泊案内所 雪0173-64-2015 
引南サービス金木営業所 客01 73-52-22 19 

☆お問い合わせはもよりの乗車券発売所まで 

犬を飼って乳いるかたへ 
最近、大型犬により人（l持に乳幼児）が咳み

つかれる事故の連続発生が報道されノています。 

県内では、捨てられた犬が集団となってカ

モシカを襲うという事件がありました。 

犬は、 自分より強いと思いこんだ相手（飼

い主・大人など）に対してはおとなしく従レ、 

ますが、乳幼児など小さく弱いものには襲い

かかるという本能をもってル、ます。 

’ 

	

	そして、たとえ可愛い子犬であっても、野 

生化してしまうと自分の体の数倍もあるよう

な相手を襲うこともあるのです。 

-“ 	このような事故を防ぐために、犬を飼って 

’ 	いるみなさんは次のことを守七るようにしてく 

ださい。 

り 

    

  

1.j整響竺山 

   

6月30日岡は自動車税の納期限です 

納税貯蓄組合に加入しているかたは、組合 

を通じて納めましょう。 

※納税証明書は車検証と一緒に大切に保管し 

てーくたiさレ、。 

五所川原県税事務所納税課雪34-21 11 

お知らせします 

「にぎわいの街、500人委員会」に 

おける経過報告 
2月26日に市中央公民館において、 「市政

参加への輪を広げ、はば広いご意見・ご要望

をノ」 との趣旨て叩乎びかけ開催したところ、 

高校生をはじめ短大生、主婦、会社員等多く

のご参加をいただきました。その中でアンケ 

ート等もいた大どきましたので、 これについて

まずご紹介し、次号より提言内容等も引き続

きご紹介していきたいとおもいます。 

ト 「五所川原市への満足度」 について一 

238メ、より回答をいた大どきました二。 

項 	目 満 足 度 人数 割食麟 
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勿満足している 3 1.1% 
圏やや満足 65 23.9% 
図あまり満足していない 138 に
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 ロ不満 66 24.3% 
護雄発篇麟費鱗二護 

商 店 街 の 

古11 	揃 	え 

13 4.8% 彩満足している 

図やや満足 81 29.7% 
ロあまり満足していない 134 49.1% 

圏不満 45 16.5% 
7 2.6% 彩満足している 

圏やや満足 50 18.5% 父通の利便曳 
囲あまり満足していない 133 49.1% 
囲不満 81 29.9% 
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8 3.1% 影満足している 

圏やや満足 38 14.7% 
ロあまり満足していない 139 53.9% 
ロ不満 73 28.3% 

公民館・集会

所の利便性峯 

マ％.，舞雄麟 

43 13.8% ％満足している 

圏やや満足 160 51.4% 
ロあまり満足していない 81 26.0% 
ロ不満 27 8.7% 

医療機開の 

厄 	実 	轟篇 

吻満足している 46 17.2% 
圏やや満足 140 52.2% 

ロあまり満足していない 66 24.6% 
ロ不満 16 6.0% 

余暇活用四譲 

勿満足している 26 10.2% 
圏やや満足 93 36.5% 

場 	・機黛I・ 囲あまり満足していない 113 44.3% 
囲不満 23 9.0% 

ボランテイア嘉 

12 4.7% 勿満足している 

圏やや満足 92 36.1% 
活 動 状 況三 囲あまり満足していない 120 47.1% 

ロ不満 31 12.2% 

平成 7年 6月15日 6 

安東京行きは五所川原駅前から
夜行パス ノクターン号

五所川原~東京(浜松町・品JlI)

会発車時間・到着時間

五所川原駅前発 2111Jr

q rfh川ターミナノレ泊 7f1年15分

品川ターミナノレ発 2211キ

時五所川原駅前 グf811115分

食ノクターン号に乗るには

弘南ノ〈ス予約センターに"1し込んで、ください

80120-017303 (丙北五地|メl}nrJフリーダイヤ

/レです)

80172-27-2200でも通じます

食乗車券はいつまでに

予約が取れましたら4日以内に購入してください

公乗車券販売所

弘南ノ〈ス五所川原営業所 80173-35-3212 

弘南ノ王ス玉所川原駅前案内所 80173-35-9121 
弘南ノ〈ス鯵ヶ沢常業所 80173-72-3131

弘南パスノト泊 案内所 80173-64-2015

~1~有サービス金木常業所 80173-52-2219 

会お問い合わせはもよりの乗車券発売所まで

「犬を飼っても いるかたヘ1
最近、大型犬により人(特に乳幼児)が岐み

つかれる事故の連続発生が報道され ています。

県内では、捨てられた犬が集団となってカ

モシカを襲うと い う事件がありました。

犬は、自分より強いと思い こんだ相 手(飼

い主 ・大人など)に対してはおとなしく従い

ますが、乳幼児など小さく弱レ、ものには襲い

かかるという本能をもっています。

そして、 たとえ可愛い子犬であっても、野

生化 してしまうと自分の体の数倍もあるよう

な相 手を襲うこともあるのです。

このような事故を防ぐために、犬を飼って

いるみなさんは次のことを守るようにしてく

アご、さし、。

1.犬を捨てない
2.放し飼いにしない
3.特に大型犬の場合、頑丈な首輪・鎖などを確実に付ける

「6月30日(創は自動車税の納期限です1
納税貯蓄組合に加入しているかたは 、 組 合

を通じて納めましょう 。

※納税証明書は車検証と一緒に大切 に保管し

てく ださい。

五所川原県税Z事務所納税課宮34-2111

irにぎわいの街、500人委員会JIこ「
」ー おける経過報告」

2) J 26 Flに d)11'央公民館において、 「汁I政

参 加 へ の 輸 を 広 げ、 はば広いご意 見 ・ご 要 望

を IJ との趣行で呼びかけ 1~~J1桜したところ 、

同校生をはじめ短大生、 ::1::射、会社員等多く

の ご 参加|をいただきました。 その'1::1でアンケ

ート等もいただきましたので、 これについて

まずご紹介し、次号より提言内界等も引き続

き ご 紹 介 し て い き た い と お も い ます。

惨「五所川原市への満足度」 に ついて

238人より |口|答をいただき ま し た。

1質 日 満 _@ ニ 1主 人数 割台

~満足している 3 1.1% 

法的I. 街\ìf~み
圏やや満足 65 23.9% 

臼あまり満足していなし I 138 50.7% 

回不満 66 24.3% 

~満足している 13 4.8% 

商市街の 圏やや満足 81 29.7% 

1口'n 持t え 臼あまり満足していない 134 49.1% 

ロ不満 45 16.5% 

~満足している 7 2.6% 

交通の利便性
圏やや満足 50 18.5% 

回あまり満足していない 133 49.1% 

回不満 81 29.9% 

~ 満足している 8 3.1% 

就職の場 圏やや満足 38 14.7% 

機 τi玉L三 回あまり満足していない 139 53.9% 

口不満 73 28.3% 

~満足している 43 13.8% 

公民館 ・集会 圏やや満足 160 5l.4% 

所の利便性 回あまり満足していない 81 26.0% 

口不満 27 8.7% 

~ 満足している 46 17.2% 

医 療 機 関 の 圏やや満足 140 52.2% 

ff. χ. 度 回あまり満足していない 66 24.6% 

臼 不満 16 6.0% 

~満足している 26 10.2% 

余 暇 日 用 の 圏やや満足 93 36.5% 

場 ・ 機会 回あまり満足していない 113 44.3% 

口不満 23 9.0% 

~満足している 12 4.7% 

ボランティア 圏やや満足 92 36.1% 

活動状況 臼あまり満足していない 120 47.1% 

口不満 31 12.2% 

平成7'1'.6パ151-1 6 



「平成7年度 

五njり原市健康グラウンド・ゴルフ 
	  フェスティバル 
生涯にわたって健康な生活をおく るため、 

市民の健康づく りを促進させ、楽しいスポー 

ツの普及振興を図ることを目指しています。 

ト主催・共催 五所川原市グラウン ド・ゴ 3レ 

フ協会、五所川原市国民健康保険 

トとき 7 月23日 （日） 

トところ 菊ケ丘運動公園グラウン ド・ゴル 

フ土易 

ト申し込み締め切り 6 月30日（金） までト 

参加総数400名になり次第締め切Jります 

※申込書は市内各スポーツ店・市役所総合サ 

ービス課カウンターまたは事務局へ。‘ 

参加者にはオリジナルシャツをプレゼン ト。 

ト事務局 五所川原市みどり町8-4 
スポーツオフィ ス 

五所川原市グラウン ド・ゴルフ協会 

”ダイ レク トイ ン030-649-6091 
”・F A X33-2485 
担当 斉藤誠 勤務先35-2111内線281 

バドミントン大会 
トとき 7 月 9 日 （日） 

トところ 市民体育館 

ト参加資格 五所川原市近隣在勤、在住者 

ト種目 フ lJ ーダブルス （男女間わず） 

ト参加料 1人500円 

ト締め切り 7 月5 日（水）必着 

ト申し込み先 五所川原市栄町17-4 
たけみ文具店 沢田勝義 廿35-1753 

青森県移動芸術劇場 

モーツァルティアーデ 
シンフォニー・オーケストラ 

～オーストリアの楽士たち】コロラチュア・

ソプラノ＆クノップ・ハーモニ力―~ 
オース トリアは、今日の世界の音楽芸ff 源

流です。 豊かなフ。ログラムをお楽しみくださ

し、o 
トとき 7 月28日（金）開場18時30分開マ寅19時
トところ オルテンシア （』、るさと交流圏民

センター） コンサー ト大ホール 

ト料金 S 席4 ，〇 00円、A 席3,500円 

B 席2,500円、学生席1,0〇〇円 

“現在チケット好評発売中” 

ト問い合わせ 才ルテンシア 容B-2111 

7 平成 7 年6 月15日 

催 し します 

五輪選手と一緒に走ろう 

軸 i懇考1>大会」 
トとき 6 月25日 （日） 

トところ 北斗運動広場（ジョギ、ング叱コース） 

トマラソン教室 中山選手を講師に迎え、マ 

ラソン教室を開設します。 （中・高校 

生対象） 

ト間い合わせ先 市教育委員会 生涯スポー 

ノ課 容内線 248 

一「中山竹通選手と語ろう」 
	歓迎パーティ 

トとき 6 月24日 （土） 

トところ 大町 「藤吉郎」 

ト会費 6,000円（大会記念T シャツイ寸き） 

申し込み時に納付していただきます。 

ト申し込み締め切り 6 月20日 （火） 

会場の都合上、先着150名で締め切りと 

なります。 

ト問い合わせ先 市教育委員会内 

（財つ五戸万りII原市体育協会事務局 

雪33一1621 

おさそし、 

軽スポ 
トとき 6 月23日（金）18時三30分～20時30分 

トところ 中央公民館1階ホール 

ト対象 どなたでも 

ト講師 五所JII原ft打本背ぐ指導委員 

ト種目 ソフ トバレー （やわらかいン」ぐールを 

使用したバレー） 

イ ンテ’イアカ （大きな羽根を使用し 

たバレーのようなゲーム） 

チャレンジ・ザ・ゲームのなかから 

ノぐンフ”ータ”ンス 

キャッチィ ング・ザ・スティ ック 

I) ズムダンス （リズムに合わせて簡 

単にイ本を動かす） 

ト服装 運動のできる服装 ズックは必ず’ 

ト申し込み 6 月20日まで’ 

費 35-8685 藤田 

fl35-1292 山内 

ト主催 五所川原市婦人スポーツ協議会 

ト間い合わせ先 市教育委員会 生涯スポー 

ノ課 費内線 248 

五所川原市役所 公35- 2111 

五所川原市 
-. s' 	r 、 ' 

ツの集し、 

[平成7年度
五所川原市健康グラウンド・ゴルフ

フェスティバル
生涯にわたって健康な生活をおくるため、

市民の健康づくりを促進さを、楽しいスポー

ツの普及振興を図ることを目指しています。

砂主催 ・共催 五所川原市グラウンド・ゴル

フ協会、五所川原市国民健康保険

惨とき 7月23日(日)

惨ところ 菊ヶ丘運動公園グラウンド・ゴル

フ場

惨申し込み締め切り 6月30日(金)まで

参加総数400名になり次第締め切ります。

※申込 書は市内各 スポーツ庖 ・市役所総合サ

ービス 謀カウンターまたは事務局へo'

参加 者にはオリジナルシャツをプレゼント。

惨事務局 五所川 原市みどり町 8-4

スポーツオフィス

五所川原市グラウンド ・ゴルフ協会

宮 ダイレクトイン030-649-6091

ft . FAX33-2485 

担当斉藤誠勤務先35-2111内線281

「五所川原市 l 

」バドミントン大会J

惨とき 7月 9 日(臼)

惨ところ 市民体育館

砂参加資格 五所川 原市近隣花助、在住有

砂種目 フリーダブルス(男女間わず)

惨参加料 1人 500円

砂締め切り 7月 51::1 (水 ) 必着

惨申し込み先 五所川 原市栄町17-4

たけみ文具!占 沢田勝手受 ft35-1753 

「青森県移動芸術劇場 l 

ドモーツァルティアーデ i 
Lシンフォニー・オーケストラ」
~オーストリアの楽士たち:コ口ラチュy .

ソプラノ&クノップ -ハーモニカー~

オーストリアは、 今日の世界の音楽芸術の源

流です。 豊かなプログラムをお楽しみくださ

し、。

惨とき 7片28日(金)開場1811寺30分 間演 19時

惨ところ オルテンシア(ふるさと交iifEI倒民

センター ) コンサート 大ホール

険料金 S 1市4 ，000l_j-J、 A府 3 ，500l-LI

BI市 2，5001-'-1、学生1，'百工、 000111

“現在チケット好評発売中"

砂問い合わせ オルテンシア ft33-2111 

7 平成 7il: 6 JJ 15日

|強健JしいI支え11

L監謂信秀大会J
惨 と き 6月25日(日)

惨と こ ろ 北斗運動広場 (ジョギングコース )

砂マラソン教室 中山選手を講師に迎え、マ

ラソン教室を 閥設 します。 (中 ・高校

生対象)

砂問い合わせ先 市教育委員会 生 涯 ス ポー

ツ諜 宮 内線 248

11中山竹通選手と語ろ うJi
歓迎パーティー | 

惨 と き 6月24日(土) 18時

惨ところ 大町「藤吉郎」

惨会費 6 ，000円 (大会記念T シャツ付き )

申しiるみH寺に車内イ寸していただきます。

砂申し込み締め切り 6月20日(火)

会場の都合上、先着150名 で 締 め 切 りと

なります。

炉問い合わせ先 市教育委員会内

(財)五所川 原市体育協会事務局

ft33-1621 

【弘、ポーツの集い」
惨 と き 6月23日(金) 18時30分~20時30分

惨ところ 中央公民館 1階ホール

砂 対 象 どなたでも

砂講師 五所川 原市体育指導委員

砂 種 目 ソフトバレー(やわらかいボールを

f史用したノfレー)

イ ン デ イ ア カ ( 大 き な 羽 恨 を 使 用し

たノ fレ ー の よ う な ゲ ー ム )

チャ レ ンジ ・ザ ・ゲームのなかか ら

ノ〈ンフーーダンス

キャ ッチ イン グ ・サご .スティック

リズムダンス(リ ズム に合 わせ て筒

$'こ{本を動かす)

砂服装 遥助のできる JlLi.装 ズックは必ず

惨申 し 込 み 6片20f::1まで

ft35-8685 藤田

ft35-1292 山内

惨主催 丘，-.斤川 原市川 人スポーツ協議会

砂問い合わせ先 l行教育委員会 生 涯 ス ポー

ツ，;栄 宮 内線 248

五所川原市役所宮35-2111 
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7オルテンシア催し物案内 
ロふるさと交流圏民センター公33 -2111 一 

刀」I 常「 	物 
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二葉百合子ショー 

〈大ホール〉 

13:00 
18:30 

特 4,000円 
A 3,000円 
B 2,000円 

鵬

％

舞
  

L
  

18:30 
前売2,900円
当日2,999円 

青年劇場 
「すみれさんが行く」 

〈大ホール〉 

7

1
(
3
 

 

日
  

実践倫理講演会 
（津軽ブロック） 

〈大ホール〉 
9 :00 

募集 します 

能力開発セミナー（7月前半分ン 
ポリテクカレッジ青森（青森職業能力開発短期大学校ン 

c
 
 

~ 
コース名 トな内容 対

象
 

定
員
 

日
数
 

開講日時 

E-\VSによ
る 3 次元C 
\ I) 

3 次元図面作 
成方法とシス 

テムの専用化 

中
 
級
  

5
 

名
  

nべ。
 

日
  

7月 8 、 15, 
22日（土） 

10 : 00-16 : 00 

(f 	.\ 	I) 	I 
2 次元CAD 
の基本コマン 

ドと図面作成 

初
 
級
  

5
 

名
  

【h
】
 

口
H
  

7月10日（月）~ 
7月14日（金） 

18 : 00-21 : 00 

’こ気圧技術 

技術の基礎か

ら、制御方法

を習得 

初
 
級
  

3
 

名
  

［
一
 
日
  

7月10日（月）~ 
7月14日（金） 

18 : 00---21 : 00 

1 
T u r bo 
Cフログラ 

ミング 11 

関数、フアイ 
ル処理等のプ 

ログラミング 

中
 
級
  

5
 

名
 

ニ
u
 

日
  

7月10日（月）~ 
7月14日（金） 

18 : 00-21 : 00 

、
！
 

編麟需
 
一麟電
 

ま
篇
増

）
T
ー
  

撫
編
“
 
 

フ
御
 

J
 ジ
 

ジ
基
 

響
制
 
轟
  

'
f
i
j
I
)
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3
Y
 

 

フアジイ概要
と制御概要、 

制御実習 

中
 
級
  

5
 

名
 

に
。
 
日
  

7月10日（月）~ 
7月14日（金） 

18 : 00-21 : 00 

数値解析・ 
タ処到！ 

Ma t hem 
at i caに 

よる解析技法 

上
 

級
  

5
 

名
  

【
一
 

ロ
H
  

7月10日（月）~ 
7 月14日（金） 

18 : 00-21 : 00 

I 
博」像処到甘支

術 

概

よ
 

画
略
る
 
像
と

処
 
信
実

理
 
号

習
技
 
の

に
術
 

中
 

級
  

5
 

名
 

二
U
 

日
  

7月10日（月）~ 
7 月14日（金） 

9 : 00-42 : 00 

S
  

放射線測定 
の」‘ミ礎 	＝ー 

舞舞「 

放射線の基本

的知識と測定

の基礎技術 

中
 
級
  

5
 

名
  

5
 

一
 
 

7 月10日（月）~ 
7月14日（金） 

13 : 00-16 : 00 

タイマ IC 

3 3 3の使

し、lJ 

使用方法、設

計方法にっい

て習得する 

中
 
級
  

5
 

名
  

(
j
 
日
  

7月11日（火）~ 
7月13日（木） 

9 : 00--16 : 00 

総合ソフト

クラリス

ワ一 クス」 

Ma c i n t 
oshの総合 

ソフトを習得 

中
 

級
  

5
 

名
 

っ
J
 

口
H
  

7月12日（水）~ 
7 月14日（金） 

9 : 00-46 : 00 

ト受講料 各コースとも 2,000円 

ト申し込み問い合わせ 開発援助課容37-3201 

生命を生み出す母親は、ノI一命を育て 

に入云へのおさそい 
生命を守ることをのぞみます 

子一どもたちク）歓声 

が緑のなかで一層冴二 

一ーニーー一り になれるよう話し合

倉 縄、、1童‘I いをする大会です。 

豆、夢 	知恵と力を出しあ 

キ ／ ji 、，.4 	って合意を作ってい 

きましょう。 

知人・友人をお誘いしてあなたもぜひご参

加ください。 

トとき 7 月 2 日（日）10時～16時 受付一】9時

トところ 市立南小学校 

ト分科会〈午前の部〉 ①こども・教育のも 

んだい ②くらし・福祉のもんだい

ト講演〈午後の部〉 『輝け 子どもの権利』 

日本福ネ止大学教授 増山 均 

ト主催 第39回青森県・第25回北五母親大会 

実行委員会 青森市=雪 O177-77-5702 

ト保育所開設 乳・幼児をおあずかりしますニ

ト問い合わーせ先 昼間 客34-5547 I公I工 1条 

夜間 合35-6129 斉藤 雪 

五所川原 

おやこ劇場から 
y晦／わし 

'u《ノ

みスィ ノ 

ほかにも、影絵とか

ボードビルショウとか

うたとか、ダンスショウ

とか、楽しい遊びが

いっばいあるよ．ノ 

ト6 24（土）10時中1 5F1-Ij 

会場・・・みずとみ七りの小 ミ園 

お間い合わせは 	五所川原おやこ劇場 

(雪34-2170) 

〈事務局〉本町50-4 東奥日報支局 4 階 

第2回 

ウチョウランと山野草展 
トとき 7 月 1 日（二土） 9時～17時 

7 月 2 日（日） 9時～16時

トところ 教育会館 

ト主催 五所川原山野草愛好会 

平成 7 年 6月15日 8 

ミ園 

します三

十九1..:

下一生命を生み出す母親は、生命を7守て--

l 親大会へのおさそい : 
し一一一一生命を守ることをのぞみます-

イA ど も たちの依jlf

がお止のなかでーJo."'，:i'3f

えi}Jtるように、 r-ど

も ・斗毛布1.くらしを

サt り、みん な が 幸 せ

になれるよう I出し介

いをする人会会です。

知l'よくとプJを11¥しあ

って介立を作ってい

きましょう。

矢11人 ・友人をお誘いしてあなたもぜひご参

力日くアごさレ、。

惨とき 7 .fI 2 11 ( 11 ) 10U与~161I.'J'

惨ところ 市立市小午二校

険分科会 (11二iIIjの部> (1)こ ど も ・教 育 の も

んだレ、 〈至くら し ・悩祉 のもんだい

(LI-_後のf，'IS) [i腕け -[-どもの村正禾ILn

1-1木材壮大学教授 j:''y1111 均

砂主催 ~}39 Ii ' I ，'子森県 ・ 1if-525 I r 'l北JI-_付税大会

実行委員会 汗森lIi=宮 0177-77-5702

惨保育所開設 乳 ・幼川をおあずかり

炉問い合わせ先 昼 11¥j834-5547 松江

夜 II¥J835-6129 弁雌勺

Eオルテンシア催し物案内コ
ふるさと交流国民センタ -fi33-2111 

「
み
つ
め
る
」

1Jt.l ?貨 入場料月上lHl'~ 催 物

二葉行合チショー 13:00 特 4，000rl

シ三 A 3，000fl1 円
(人ーホー/レ) 18:30 B 2，000ドl

χ 
青年劇場

18:30 
内ij完2，90QllI

「すみれさんが行く」
当日2，9991'1

(大ホーノレ)

~ 
実践倫理講演会

9 :00 円 (津軽ブロック)

(大ホー/レ)

/ 

倉

キ

iJ募I集.しまず11
長イ、J-:9il.'J'[能力開発セ ミナー (7月前半分~_I

ポリテク力レッジ青森(青森職業能力開発短期大学校)一

，zi毒j寅

，申

「五所川原 | 

おやこ劇場から」

や

ほかにも、 影給とか

ボードピルショウとか

うたとか、ダンスショウ

とか、楽しい遊びが

いっぱいあるよ/

砂 6/24 (土) 1011.'i'∞1511、子

会場一みずとみど り のノl 、公 IJ.!~I

お問い合わせは・・ー・ーー h所)11 )，S(おやこ劇 場

(宮 34-2170)

「第2回 l

」 ウチョウランと山野草展」
7J]111(-J:) 

7 )J 2 11 01) 

教育会食Ii

11:IJr川以111肝小:愛好会

9 時~1711与

911-.'f~1611与

惨 とき

ぷ|コース名 主な内符 対象 定員
数

1m 講 HH，Jj 

E¥¥'Sによ 3次元l火|面作 513 

1 る3次点C 成)J法とシス 22rl (U 

AD テムのムli用化 級 名 r1 110 : OO~ 16 : 00 

2次元CAD初 515 7月lOn(月)~

21 C A D r の基本コマン 7月14n(金)

ドと区If自作成 級 4'， 11 118 : 00~21 : 00 

技術の基礎か 初] 315 7JllO r.I(JJ) ~ 

3空気圧技術 ら、制御方法 7JJ1411(金)

を習得 級 :?" 日 18: 00~21 : 00 

Turbo 関数、ファイ rp 5 517 )-J 10 rJ(刀)~

41Cフログラ ノレ処理等のフ 7月1411(余)

ミング日 ログラミング 奇抜 メf-，日 18: 00~21 : 00 

5 ファジィ制
ファジィ概要 5 5 7JJ1011()J) ~ 

と制街l概要 7Jil4rl(金)
j~IJの基礎

制御実調 級 名 H 18 : 00~21 : 00 

6数値解析 ・
MaLhem 5 5 

a t i c a Iこ 7凡14n (令
データ処FH

よる解;t)I"技法 級 4'， 11 18 : 00~21 : 0 

7廊像処F[!技
岡{象信号の概 5 5 7月101::1(月 )~I
日名と支~1'i'によ 7 JJ 14日(金)

Wi 
る処旦[j技術 級 4'， FI 9 : 00~12 : 00 

一
8放射線淑IJit

放射線の基本 5 5 7 Ji10fl UJ)~ 

的知識と測定 7JJ1411(金)
の法礎

の基礎技術 級 :r， 11 13 : 00~16 : 00 

タイマ 1C 使用方法、設 '1'15 3 7 n 1HI (火)~
91555の使 言I-J:i法につい 7月13FI (本)

し、)j て予i'1'.jする 総t主将 1"1 9 00~16 : 00 

一一←
総介ソフト Ma c i n t 1 Lj '1 5 1 3 1 7 J J 12 I1 (/1<) ~ 

101 rクラリス os hの総合 I~~ 1 ~ 111 19 7川附
ワークス」 ソフトを晋得級名 111 9 : OO~ 16 : 00 

8 、|えJJ¥(7{1-6JJ1511

惨 ところ

砂主催

砂受講料 科コースと も 2，00 OI'J 

惨申 し込み問い合わせ UTI発援助凱宮37-3201



~『木曜テニス（軟式テニス） 
E ム、呂丈二首佳 I プI、士 

週 2回は、 スポーツで気持よい汗を流し、 

明日の活力の源にしましょう。 さらに、多く 

の仲間をつくる絶好のチャンスです。 

ト対象 年齢・男女不問 

ト練習時間 毎週水・木曜 9時～14時 

トところ 市民体育館 

ト連絡 昼は成田へ ”35- 1291 

夜間は田村へ 雪35-7969 

“守ろう青森県かなえよう君の夢” 
一警察官（大学卒）募集中 

青森県人事委員会及び県警察本部では、警 

察官（大学卒）の採用試験を行います。 

ト受験申し込み期限 6 月30日（金）まてニ 

ト申し込み・間い合わせ先 最寄りの警察署 

交番、駐在所まて二 

試験種別 受験資格（青森県） 
採川戸定
ノ、 ア嫡灸~ 1'f 

昭和41Il 4月 '2 日 ＠第 次試験 

から昭和49年4 月 1 7 月 9日回 

日までに生まれた男 青森商業 

子で、学校教育法に 高等学校 
警察官 

よる大学の学部を卒 
(A) 

業した者又は平成 8 7 人程度 ＠第二次試験 
平成8年 

年 3月31日までに卒 8 月10日困 
4月採用 

業する見込みの者 青森県 
（人事委員会が同等 警察本部 
の資格があると認め 

る者を含む） 

※なお、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈川県

及び静岡県の警察官を志望する人も同時に受

験することができます。 

「住宅デー」を開催します 

住宅相d炎コー ナー、 包丁研きコーナ 

( 1につき 100円）なども開設しますー 

トとき 6 月25日（日） 9日寺カAら15日寺 

トところ 市役所前お祭り広場 

ト主催 五所川原市大工組合及び青年部 

ポプラテニスクラブ 

早朝テニスへのおさそい 
～さわやかな初夏の風にJンって、早朝の 

テニスを楽しんでみませんか～ 

ト対象 市内在住の方どなたでも 

トとき 毎朝6時～ 8時（10月31日まで） 

トところ 菊ケ丘運動公園テニスコート 

ト会費 年2,000円 

ト用具 個人で準備 

ト申し込み 随時コートにて 

ト問い合わせ 長尾・外崎 合34-2847 

平成7年度第2期学生募集 
学びたい！それが入学資格です 

放送大学青森地域学習センターて斗ま、平成 

7年度第 2学期（10月授業開始）入学の学生 

を募集してル、ます。 

・18歳以上ならどなたでも入学できます 

・入学試験はありません 

・ビテごオテープ、オーデ、ィオテープにより学

習します 

ト募集学生 選科履修生（1年間）・・・6,000円 

科目履修生（6 カ月間）・・・4,000円 

ト授業料 1科目 （ 2 単位）につき 800円

ト募集期間 7月15日（土）'-8月15日（火） 

（募集要項は無米斗で配布しています） 

ト問い合わせ先 放送大学青森地域学習セン 

ター（ F036 弘前市本町126の1 弘前 

大学：本町一地区内 雪0172-38-0500) 

「せっけんのお話」を聞く会 
自然といのちを守るために 

トとき 7 月 1日（土） 14時より 

トところ 新町 働く婦人の家 

'35-8898 

ト講師 小野寺静子 

（全林野主婦会 

青森地方本部事務局長） 

ト主催 日本婦人会議五所川原支部 

※無料て＝すので、お気軽においでください。 
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仁 ポプラテニスクラブ

早朝テニスへのおさそい
~さわやかな初瓦の風にのって、早朝の

テニスを楽しんで、みませんか~

砂対象 d-i内不t:1Jeの方どなたでも

惨とき 何~'WJ 611寺~8fl寺 (10刀 3111 まで)

惨ところ 剰ヶ日:起動公開テニスコート

砂会費 年 2，00 O/lJ 

砂用具 イ同人で準備

砂申し込み |姐時コートにて

iー木曜テニス(軟式テニス)ー「
」一会員を募集しています」
週 2/1"は、スホーツで念¥}-'J'よい?工，:をおftし、

I!)-J 11の1丹ブJの源にしましょう 。 さらに、多く

のや/I/I¥Jをつくる絶好のチャンスです。

砂対象 年齢 ・クJk不 fi¥J 

砂練習時間 11):迎/.K.木川f{

'ところ rU民イ本育館

砂連絡 昼は成FlIへ 宮 35-1291

干支fl¥Jは川村へ

9 11.'J'~ 141 1.~' 

をE'34-2847

「 平成7年度第2期学生募集「
L_学びたいノそれが入学資格ですJ

長尼 ・外的砂問い合わせ

宮 35-7969

「“守ろう青森県かなえよう君の夢"寸
L一一警察官(大学卒)募集中一一」

放送大学77森 地 域 学 習 セ ン タ ー で は 、平成

7 年度第 2'、!:~~J (10月授業開始)入学の学生

を必集しています。

• 18歳以上ならどなたでも入学できます

7守森県人事委員会及び県幹察本音/1では、

出f'，' (大γ:卒)の採用試験を行います。

砂受験申し込み期限 6月3011(令)まで

砂申し込み・問い合わせ先 i政省りの特察耕一

交番、駐在所まで

柑舎と
，_J' 

-入学試験はありません

・ビデオテーフ、オーディオテーフにより学二

押します

砂募集学生 選手|履修生(1年rl¥J)...6， OOO/J J 

科円履修生 (6ヵ月間).. • 4 ， 000 jl-J 

砂授業料 1科 i寸 (2単位)につき 800rJ

砂 募 集 期 間 7月 1511(土)~8 月 15 円(火)

(必銭安引は無料で配布しています)

砂 問 い 合 わ せ 先 放送大学汗森地域学習セン

ター(干036弘前市本町126の1 弘前

大学本l1]f地 区内 宮 0172-38-0500)

採JIII-i主
人 11

試験 11保

7人科度I@1:1'~て次試験
8 J Il OII(;J~ 

17森県

山 11

@節ー次試験

7 n 911(11) 

17森商業

14itf学校

受験百十九(，'f森以)

1II11'I141ir LI月211

から111何1149:irLIJJ1 

IJまでに生まれたタJ
fで、'下校教育法に

よる大'γ:の学音11を卒

業した布，')くは平成8
q:. 3 J J 31 flまでに卒

業する見込みのよn.
(人 'I~号~IJ.会が Ir作ト

の'ti絡があると認め

る{'iを合む)
一ーー一一L一一一一

~'j~~ tで r~'

(A) 

?と1&8ir 
I J J 採JII

「「せっけんのお話」を聞く会1
自然といのちを守るために」

7 Jl 1日(ゴ二) 1411寺より

新 111]' 働く婦人の家

惨とき

惨ところ

※なお、 〈よ得税庁、 上fTト:弘、 T-~JJ1 ~ 、 1'/'会)1/ !!r~ 

此ひ;:1'i'f~/JYi] !!， ~の件出'f~'I' を忠明する人も /' ÎJII与に受

験する ことができます 。

「{主宅デー」を開催します-1 。宮 35-8898

ノト:Ilf!i' I'n~-f-

(全林野J三91J)会

!?森地)i木?午/1事務局長:)

惨主催 11 本f;.1/~人会議ヨ工所川原支部

※無料 ですので、お託料においでくださ い。

[ 
ーイi，'七1'11談 コーナ一、七υ'1ufぎコーナー

(十一につき 100/'1) なども/)Jo].没します一

惨とき 6 ) J 2511 ( 11 ) 911.')'カ斗ら1511.'J'

市役所liijお祭り広場
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『かんたん！健康レストラン 
I  
	

参加者募集 
予期せず突然やってくるのが災害ノそして 

危機になり易いのが食事です。限られた材一料 

の中で、 さて、あなたならどうする？ 

バランスも考えた災害時の食事を体験して 

みませんか？ 

トテーマ 役に立つノ災害時の食事 

ト時間 9時30分～13時 

ト料金 無米；十です 

対 象 地  区 開催月日」 曇濡め切り 開催場所 

松島町地区 6
 
2

])
  

招
木
  

6 月19H 
（月） 

働く婦人 
の 家・ 
保健セン 

ター 

五小学区（小曲は除く） 
6月28日 
（水） 

6月23日 
（金） 

南小学区 

ノ大町、東町、布屋町，、 
I 弥生町、本町、鎌谷町、 
1鳥森、一ッ谷、下り枝、‘ 
、八重菊 	 / 

6月29日 
（木） 

南小学区 

声木町、不魚住、川端、 
（町、栄町、新町、田町、l 
、寺町、蓮沼、元町、柳町ノ 

6月30日 
（金） 

~ ト持参する物みそ汁（おわんに半分） 
健康手帳、ェプロン、筆記用具 

ト申し込み先 」也区の保健協力員又は、 市保

健環境課へ 客内線268・272 

「在宅療養看護教室」の募集 
」 

寝たきり・痴自ミ性老人等（刀在宅療養者の健

康管理、家庭看護と疾病の予防に関する知識

及び技術の普及をし、地域ボランティアの育

成を図ることを目的に行います。 

' 
ト対象 五所川原保健所管内主婦・ボランテ

ィア・地域組織のリーダー及び将来家

族の介護に当たると思われる方等。 

\
\
 
 

ョ 内 	 容 

7月24口（月） 
13:00---15:30 

~肌溝工（ 
講義 「看護の心構え」 
実習 家庭看護法 

り
〕
 
 

8月1日（火） 
13:00-15:30 

講義 「ボランテイア活動に望むもの」 
実習 家庭でできるリハビリテーション 

議
」卿
 
 

8月 9日（水） 
13:00-45:30 

講義 「骨粗懸症予防にっいて」 
実習 家庭看護法 

博
  8月23日（水） 
13:0O--15:3O 

施設見学 
特別養護老人ホーム 

5
  

8月30日（水） 
10:00-14:OO 

「バランスのとれた食生活」 講義 
実習 ボランテイア活動の紹介
閉講式 

トところ 五所川原保健所 

ト受講料 無料 

ト申し込み期間 7 月 1 日～17日 

※定員30名になりi欠第締め切らせていただき 

ます。 

ト申し込み先 五所川原保健所 健康増進課 

合 31- 2108 	FAX34- 7516 

《男の料理教室》 

働く婦人の家生活講座受講生募集 
～魚、 肉、卵、豆腐を主菜とした 3 度の食 

事から酒の肴まで～ 

1回目は大変好評でした。引き続き 2回目 

を開催します。是非お申し込みください。 

ト講師 白崎税先生 

トとき 6 月23日（金） 18時30分～ 

ト募集定員 20名 

ト対象者 市内に住所又は職場を有する男性 

年齢不問 

ト受講料 無料。 （但し1オ料費は各自負担） 

ト締め切り日 定員になり次第締め切らせて 

いただきます。 

ト申し込み 新町 イ動く婦人の家 合35-8898 

国民年金の 

習字作品を募集します 

助 み推器慧驚曇綴 
、、 L.. 	イ 育の向上に寄与するこ 

博・望 塗誌器為鷺 L 

’ー 	 今、年で31巨］目を迎え 

るこの作品展は、県内ノ」、学生の習字作品の発

表の場として一、広く定着しています。 

昨年は、県下全」或から半紙、条幅合わせて 

2, 873点もの応募があり、 このうちの入賞作 

Lhhh 126点が11月19日と20日の2 日間、青森市

のサンロード青森で展示されました。 

今年度も、国民年金展で入賞作品を展示す

る予定です。 

詳しくは、市国民年金係でお尋ねください。 

前期市民弓道教室 
駐 日本古来の武道に親しむチヤンス到来 

姿勢が良くなりたい方、仕事: っ勉強でスト 

レスがたまっている方歓iI]lグ 

中！学生から高齢者まで弓道会の高段者が親 

I刀に指導いたします。気軽においでください。 

ト期間 6月20日から7 月29日まで 

ト時間 毎週火・木・土曜日 19時～21時 

ト場所 道会館2階弓道場（市役所隣） 

ト問い合わせ 新町ナリタ月」店電35 - 1083 

ト主催 五所川原弓道会 

ト後援 五所川原市教育委員会 

トその州l ・受講料一は無米斗です。 

・弓具は備iえ付けのものがあります。 

※後期の教室は、 9月を予定しております。 

'I 

平成 7年6月15日 10 

[《男の料理教室》 ー

働く婦人の家生活講座受講生募集」
でI腐を一主菜とした 3J主の食~魚、肉、卵、

'J功ミらYr可の者まで~

1 fi'l円は大変好評でした。 引 き続き 21"111 

を日開花します。 夫~Jl ôお 11 1 し込みください。

.... ~苦言自市 内11日7移1ク己主1ミ

惨とき 6月2311(-<絵)

砂募集定員 20:1'， 

砂対象者 市内にイic:rJrXは職以ーを不jーするクJ刊i

i:1三歯令弓:::rgJ

惨 受 講 料 無料。(似し材料貨は各(ii'..(十II_)

砂締め切り固 定員になり次第締め切らせて

いただきます。

新 IIf]" 働 く 糾 人 の 家

181L'J'30分 ~

「かんたんf健康レストラン1
参加者募集 | 

予期せず突然やってくるのが災害ノそして

危機になり易いのが食事です。 13艮られた材料

の中で、さて、あなたならどうする?

バランスも考えた災害時の食事を 体験して

みませんかっ

役に立つ/災害11寺の食事

91時30分~1 3時

無料です

惨テーマ

砂時間

険料金

宮 35-8898

「国民年金の -， 

L__習字作品を募集します」
国民ilミ令制度の千幹千込放之

十推f住tむi進韮と小i三竿主平j子ゴ

子背i'の|げ向r-I向，j_J--にz翁省布寄:j_与j守するこ

とを日的に、 rrr_llυ1'-令

}民の科， ~十二イ'1 o J'I，を必集し

ます。

今 年で311"11-1を迎え

るこの作品}廷は、県内小学生の科'7:約千111の 発

表の場として、広く定着しています。

111三年は、県下全域から半紙、条fÞb~介わせて

2，873点もの応募があり、このうちの人1Tf1:
r日， 126点が11月 191- 1 と 201-1 の 2 円!日 l、!?森 r~î

のサンロード、77森で、展示されました。

今年度も、ドEI民年金展で、入賞作JIllを以示す

る 予定 です。

詳 し く は、市 l玉Il(f'ド金係でお尋ねください。

対象地 Iえ 開催JHI 締め切り 開催場所

松島町地区 6月(木22)日 6刀(刀1)9H 

五小学区(小曲は除く) 6月(水28)日

南小学区 似jく婦人

(畑I東一町) 6月(木29)日 の家 ・
弥生町、本町、鎌谷町、

6月23n 保健セン鳥森、 ーッ谷、下り校、
八重菊 (金) ター

南小学区

台本町 側 川)
6月30日

、栄町、新町、田町‘ (金)
町、蓮沼、元町‘柳町

砂 申 し 込 み

e
内ゐ
KA叩
年
会

助
け
合
い
の
年
金

明
る
、
品
格
差

T行イ呆

砂持参する物 みそ汁(おわんに半分)

健康手帳、エプロン、筆記用共

砂申し込み先 地区の保健協力員又は、

健環境課へ 宮 内線268・272

「「在宅療養看護教室」の募集寸

寝たきり ・痴呆性老人等の在宅療養者の健

康管理、家庭看護と疾病の予防に関 する知識

及び技術の普及をし、地域ボランテ ィアの育

成を図ることを目的に行います。

砂対象 五所川 原保健所管内主婦 ・ボランテ

ィア ・地域組織の リーダー及び将来家

族の介護に当たると思われる方等。

〔丹空!?tTE襲警ンス到来」
宏一勢が良くなりたい方、イJ:・Ji:や勉 強でス ト

レスがたまっている方歓迎/1

1 11 ~学生から日齢者まで弓iE会の!日i段手「が組

切に指導いたします。気 '1廷においでください。

砂期間 6 J-J 20日から 7月2911まで

砂時間 侍週火 ・木 ・土曜日 19日午~21ILli'

砂 場 所 三道 会館 21惜弓道場(市役所|持)

砂問い合わせ 新lu rナリタ印}~J-f835 -1083 

砂 主 催 五所川原弓道会

砂後援 五所川原11'1教育委1-1会

砂その他 ・受講料は無料です。

・弓共は似jえイ、J'けのものがあります。

※後期の教室は、 9 )-Jを了，iJごしております。

I'--. n 手lT: 内 'をも

7月24日(月) 開講式
1 講義 「者誕の心情えJ

13:00~15:30 2た:習家庭;fj-，lを法

2 8刀1FI (火) 講義 「ボフンアィア活動に笠むもの」
13:00~15 ・ 30 ;J，と符 家庭でできるリハビリテーション

3 8片 9FI Vk) 誠主主 家r~n'庭本l者l怒j護症法予防について」
13:00~15:30 実習

8月23日(水) Iii!也4uJXYLノrし1":寸Lι 

13: OO~ 15: 30 特別主主巡老人ホーム

8月301-1(水) 講義 「ノ壬フ ンスのとれた食午前」
5 ;k符 ボランティア活動の制介

10:00~14 :00 /:!I-/~梓王に

10 4eJJ主7"/6Ji1511

惨ところ 五所川 原保健所

砂受講料 無料

砂申し込み期間 7 月 1 日 ~17 日

※定員30名になり次第締め切らせていただき

ます。

砂申し込み先 五所川 原保健所 健J京一明進課

宮 34-2108 FAX34 -7516 



身も心もさっぱりする 

健康相談室ノ＼どうぞ 

保仏以dが相診乏に応じています 

ト対象 市内にまH主まいの方で、 ご自身又は 

ご家族の健康のことで心配されている 

方 

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康についての話 

ト持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

場 U
r
 

 
霧蕪無轟勲マと時問 

コミュニプイ

センター梅沢 

(3 月28日 

（水） 

-  
I 

10 : 00-- 
12 : 00 

「総合健診を受けるコッ」 
～かしこく受けて 

健康アップ～ 
(11 】 30'----12 : 00) 

湖d地集会所 
N 月29日 

（木） 

9 】 30--- 
12 】 00 

膝・腰痛にやさしい生活 

(9 :30-10:00) 

コミコ二テ予

マ、ウ ス Ij」' 子舞 

(3 月30日 

（金） 

ii: 00- 
12 : 30 

知って得する 

薬の正しい使い方 

(12 : 00-12 : 30) 

浅月公民館 
N 月30日 

（金） 

10 】 00- 
12 : 00 

血圧が気になるあなたに 
～血圧をあげない 

ライフスタイル～ 
(11 】 30-12 : 00) 

福 川 会 館 
7 月 3日 

（月） 

10 : 00-
ii: 30 

心に栄養をっける 
“ストレス・ 

コントロール法” 
(10 : 00-i0 : 20) 

俵ル農「‘I物

加 Lセンター 

7 月 3日 

（月） 

ii: 00- 
12 】 30 

誰にも言えない泌尿器の

悩みを解決する 

(12 : 00-12 : 30) 

声H」『］りこ会「●「 
口
］
 
 H

幻
  

ii: 00- 
12 : 30 

誰にも言えない泌尿器の 

悩みを解決する 

(11 】 30’---12 : 00) 

コミコニプ イ

センター中川 

馬
相
 
 

10 : 30- 
12 :00 

脳を活性化する 
～ど忘れが多くなった 

あなたへ～ 
(11 : 30-12 :00) 

「
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

証正とお詫びをいたします 
先般、毎JI配布しました「こしょがわら健康

ごよみ」の個別健診・子宮がん乳がん検診の料

金について、 “むしおくり市民総合健診と同様

です” と掲戴いたしましたが、子宮がん検診は

同様で乳がん検診が400円となりますので、 

御了承ください。 

11 平成 7自 6月15目 

［す く す く 健診 
トところ 働く婦人の家・市保健センター 

ト受付時間 12時30分から12日寺45分 

ト持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

ト3歳児には個人通知します。 

ト3歳児健診の場合は同封のアンケートを記

入しお持ちください。尿検査がありま

すので、尿を小ピに／に入れてもってく

ると便利です。 

※お願い ① 4カ月児健診にこれなかった方

は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ

トを、母子手帳を持参のうえ、保健環境課

窓口にもらいにきーてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）の子供

さんはご遠慮ください。病気療養中や体調 

(z）よくない子1共さんは翌月の健診を受ける

ことができますαンで保健環境課までご連絡

ください。 

月 	齢 対象児 と 	き 主
 
な
 
勾
 
容
 

 

4力月児 
平成7年 
2月生まれ 

7月11日 

（火） 

小児科診察、神経
芽細胞腫セット配布
育児情報交換等 

6力月児 
平成6年 
12月生まれ 

7月18日 

（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
平成6年 
6月生まれ 

7月24日 

（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6力月児 

平成 6年 
1月生まれ 

I 

7月25日 

（火） 

小児科・歯科診察 
歯科保健指導 
，発達相談等 

3 歳児 
平成4年 
1月生まれ 

7月20日 
（木） 

小児科・歯科診察
尿検査、視聴覚検
査、発達相談等 

7月の保健センタ 相談日 
毎日の生活の中で、 育児‘健康面でお悩み ， 

の方、保健婦・看護婦・栄養士がお待ちし、 

しゆノ J たりした気分て沫目胃炎が受けれまーす。 

不重 	男リ 

お工‘と 子び） 

イlL淡「I 

剛」 設 	げ驚 鷺麟響難麟難麟 
第1・第 3（水） 
7月 5 日・19日 
10 :00-12:00 
13:00----15 :00 

（第3の午後は
予糸勺相談です） 

乳児・幼児の発
達相談、育児の
相談、お母さん
の悩み、ごと相談
など 

I戊人 C') 
れ L淡「］ 

第2・第 4（水） 

7月12日・26日 
10:00-12:00 
13:00-15:OO 

（第4の午後は 
r約相談です） 

血J王の相言炎、食
事の相談、心身
でこご心配なこと
など 

※予糸勺相談は随時、 電話で受け付けします。 

五所川原市役所 公35 -2111 

, 

, 

身も心もさっぱりする

健康相談室へどうぞ

保健!kn:-が相談に応、じています

砂対象 市内にお住まいの方で、ご自身又は

ご家族の健康の ことで心配されている

方

砂内容 血 圧 相 談 、病気の相，;炎、 心 の相 談、

健康についての話

砂持参するもの 健 康手 IjJ長(お、持 ちの方)

J5d4ノ5J fiJT ハ 11 1 11年 IliI はなしのテー?とがHl¥J

| 「……コツ」
6 ) J 28 r 1 1 10 • OO~ I ~かしこく受けて
(氷) I 12.00 I f:絶版アジフ~

(11 • 30~12 .00) 

6月2川930~|膝酬にやさ川寸
(本) I 12.001 ( 9.30~10. 00) 

コミュニティ 16) J 3011 111 • OO~ 1 );11って利する
ハウス JJi¥f-I (余) I 12.30 I ;;'内5のI1しい使い)j

(12. 00~12. 30) 

6 血l}lーがfAになるあなたγ

浅 j十公民館16~J，3?11 110，nOO: I ~Ifll川をあげない
(全) I 12.001 ライフスタイノレ~

(11 • 30~ 12 • 00) 

7 )J 3 I1 I 心に栄美をつける
fif， 社会館17 ~Jn~ 11110， ，00:1 “ストレス -

(月) I 11 30 コントロールit."
(10. OO~ IO • 20) 

依 jじ r;~ ぷ物 I 7 ) J 3 11 111 OO~ I':!.~ にも "えないf必!ポ ~i;の
り111.，セン者一 () J) 1 12.30 悩みを解決ナF

(12 • 00~l2 • 30) 

7 )川J1 11 1 11 曲~I
火 l山山解肘る 剖

(11 • 30~ 1 

コミ」ニティ |7J1611110 30~!l~ii司を、1じ川ー'1二化する
センタ-'1')111 (本) つ と.L;.~れか多くなった

l】川 あt~たへ~
(11 • 30~ 12 • 00) 

f---一…一主一主一一お詫びをい瓦王J一寸1 
! _..~光己般 川 c1'1布札iしました 「ごしよω山が肋わ叫 l l ご立以よ叫み」 の叫州州州州t伽例州附h町川1，1);1山川月矧|仰 f 

イ合i任賢について、 “むしおくり rlil(総介舵珍とl'iJ慌

です"と出銭し、たしましたが、 r山・がん険J~.舎は

(|…んM 4oo- -i
制I(J依ください

11 '1'-，& 7 q.6)J 1511 

す くすく健診
惨と ころ 働 く 婦 人 の 家 .r=11保健センター

砂受付 時間 12111)'30分から12時 45分

砂持参す る も の 母子健康手帳、パスタオノレ

砂 3成山には炉l人通知lします。

砂 3歳児健診の場什は|古l封のアンケートを記

人しお持ちください。尿検 有が ありま

すので、民をノトピンに入れてもってく

ると便利です。

※お願い ① 4ヵ月児健診にこれなかった方

は、神経芽細胞腫(小児がん)の検査セッ

トを、母子手帳を持参のうえ、保健環境課

窓口にもらいにきてください。

②病気療養，11 (特に伝染性の病気)の子 供

さんはご遠慮ください。病気療養司 Iや体調

のよくない子供さんは翌月の健診を受ける

ことができますので保健環境課までご連 絡

くアごさレ、。

月 齢 対象児 と き 主な内容

7月11口
小児科診察、神経

4ヵ月児
平成7年

芽細胞腫セット配布
2月生まれ (火) 育児情報交換等

平成 6ir 7月1811 離乳食の試食6ヵ月児
12刀生まれ (火) 発達相談等

平成61，1ミ 7月2411 育児情報交換1歳児
6月生まれ (月) 発達相談等

1歳 7月25日
小児科・歯科診察

平成6il 
歯科保健指導

6ヵ月児 1刀生まれ (火) 発達相談等

小児科 ・歯科診察

3歳児
平成4年 7月20円 尿検査、視聴覚検
1月生まれ (木) 査、発達相談等

17月の保健センター相談日l
毎 nの生研のlいで、育児 ・健康面でお悩み

の方、保 健婦 ・看護婦 ・栄養 士が お待 ちし、

ゆ った りした気分で十"談が受けれます。

手吊 yJIJ 1m ;設 円 J7"J 守ヤ

Þr~ 1 ・第 3 (ノ'/<) 手U'E. ~J!}己のヲE
7 n 5 11・19Fl 達 相 談、育児の

刊I~ と子の 10:00~12: 0。 相 談 、お母さん

ィ、"己炎 円 1 3: 00~15 ・ 00 の悩 みごと相 談
(第 3の午後は など
予約利|談です)

~~ 2・t(}4. (ノt<.) jf!L圧のね|談、食

7)]1211・2611 三]'~のキ"談、 心身
成人の 10:00~12: 00 でご心配なこと

相I~~炎 Il 1 3 :00~15:00 など
(釘~4. σコL:F1'&は:
予約十"談です)

※ J'約イ'11，t炎は|地11.'1'、γli:日目で、，豆'けイ、Iけします。

五所川原市役所宮35-2111 
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津軽十ニ代藩主着用具足・
岩木山神社 三尊仏・
山蘭 遺墨展 

五所川原市歴史民俗資料館では、花菖蒲せ

せらぎまつり協賛特別展を開催します。 

トとき 7 月 1日（土）~16日（金） 

午前 9 時～午後 4 時 

トところ 市歴史民俗資拳惨官 

ト入館料 一般200円 高・大学生100円

小・中学生50円 

7 月 1日（土）、 2 日（日）は無料です。 

※ 3 日（月）. 10日（月）は休まず’開館します。 

ト連絡・問い合わせ 歴史民俗資料館 

か35 一 9555 
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『本のリサイクル』 
特設コーナー国 

市図書館では、寄贈された本で

すでに j蔵書にあるため利用されない

で弔民っている本をご希望の方に差し上げます。 

ト連絡・間い合わせ 市立図書館 

ft34- 283eL33ヌ 

※ 「縄文時代集まれノ見る・読む縄文時代」 

一 をテーマに縄文時代に関する本を展示してい 

’ ます。 この機会に知的好奇心を満たしてくだ 

さし、。 

家族フリーマーケツト 

ー申し込み受付中ー 
トとき 7 月 1日（土） 

トところ 菊ケ丘水郷公園 

ト参加料 2,000円 

ト申し込み期限 6 月23日（火）まてる 

ト申し込み先 ili企画調整課 か内線 318 

五所川原市役所 公35 -2111 

①オープニングセレモ二ー (7月1日） 

②鼓笛隊コンサート (1日） 

③フI)ーマーケツト (1日） 

（④滝栄会三味線演奏 (1日） 

⑤ョーョーつかみどり (1 ・2日） 

⑥野点 (1 ・2日） 

⑦東小児童三味線演奏 (2日） 

⑧五所川原民謡協会津軽民謡 (2日） 

⑨マウンテンバイク静止タイムレース (2日） 

⑩小・中学生キックベースボール大会 (2日） 

@）昔なつかしの駄菓子店 （2日） 

（⑩）「縄文時代集まれノ見る・読む、縄文時代」 

(1~9日） 

⑩夜問照明 	 （1-9日） 

⑩津軽12代藩主着用具足・岩木山神社三尊仏 

・山蘭遺墨展 	 （1 -16日） 

ト主催 ごしょがわら花菖蒲せせらぎまつり 

実行委員会 

ト事務局 市教育委員会 か内線 249・250 

平成 7年 6月15H 12 

‘イベミ¥fJ1(，一一 --'ー
~-

① オープニングセレモ二一 (ア月 1日)

② 鼓笛隊コンサー卜 (1日)

③ フリーマーケット (1日)

④ 滝栄会三味線演奏 (1日)

⑤ ヨーヨ一つかみどり (1・2日)

⑥ 野点 (1・2日)

⑦ 東小児童三味線演奏 (2 日)

⑧ 五 所 川 原 民 謡 協 会 津 軽 民 謡 (2 日)

⑨ マウンテンバイク静止タイムレース (2 日)

⑩ 小・中学生キックベースボール大会 (2 日)

O昔なつかしの駄菓子l苫 (2 日)

⑫「縄文時代集まれ/見る・読む、縄文時代」

(1 ~g 日 )

⑬ 夜間照明 (1 ~g 日 )

⑬ 津軽12代藩主着用具足・岩木山神社三尊仏

・山蘭遺墨展 (1 ~16 日 )

砂主催 ごしょがわら 花 菖蒲せせらぎまつり

実行委員会

惨事務局 市教育委員会
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「 津軽十ニ代藩主着用具足・「

! 岩木山神社三尊仏. I 
」 山蘭遺墨展 J 

五所川原市歴史民俗資料館では、花菖蒲せ

せらぎ、まつり協賛特別展を開催します。

惨とき 7月 1口lt)-16口伶)

午前 91I寺~午後 411、子

惨ところ 市歴史民俗資料館

砂入館料 一 般 200円高・大学生100円

小 ・中学生50円

7月 1日ω、2円(日)は無料です。

※ 3口(月)、10日(月)は休まず開館します。

砂連絡・問い合わせ 歴史民俗資料館

ft35 -9555 

i ú"本のリサイクルj]~
特設コーナー」

市原l書館では、寄贈された本で

すでに蔵書にあるため利 用されない

で眠って いる本をご希望の方に差し上げます。

惨連絡・問い合わせ 市 立 図書館

ft34ー鵠沼少33μ

※「縄文H寺代集まれ/見る ・読む縄文l時代」

をテーマに縄文l時代に関す る本を展示し てい

ます。この機会に知的好奇心を満たし てくだ

さし、。

「く亙童〉家族フリーマーケット「
一申し込み受付中一」

惨とき 7月 1Illt) 

惨ところ 菊ヶ丘水郷公園

惨参加料 2，000円

砂申し込み期限 6月23日ωまで

砂申し込み先 市企画調整諜 宮 内線 318

宮 内線 249・250

12 -'jZJJ主7"1二6)J 1511 宮 35-2111 五所川原市役所
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